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2016年度情報政策研究会 「AIネットワーク化の影響
とリスク・シナリオを考える」開催報告

１　はじめに

AI（人工知能）を構成要素とする情報通信シ
ステムであるAIネットワークネットワークシス
テムによって産業構造に大きな影響もたらすこと
が考えられると同時に，雇用も含めた人間との
関係において様々なリスクも予想される。そこ
で研究活動委員会情報政策研究会の企画として，
2017年２月20日（月）に東京大学大学院情報学環・
情報社会基盤卓越講義との共催で，総務省情報通
信政策研究所「AIネットワーク化検討会議」の
座長も務められた東京大学大学院情報学・須藤修
教授に検討会議での議論を中心にAIネットワー
クに関する政策的動向をお話しいただき，参加者
によるディスカッションを通じてAIネットワー
クに関する社会情報学からの議論を行った。

２　AI（人工知能）と産業・雇用

須藤教授は，まず人工知能と雇用の関係に関す
るオックスフォード大学の研究を紹介し，今後の
職業・雇用への影響に関する考察を展開した。ま
た，人工知能のみならず，広範なITの応用による
銀行融資，書店，テレビ，新聞，ジャーナリズ
ム等への影響を紹介した。さらに，IoTとの関係
でGE，シーメンスなどの先進事例を紹介しつつ，
各国の動向を比較した。

人工知能に関しては，AIが人の行動を誘導し
ていく可能性や，例えばデータ分析によって不確
実性が減少することによる保険への影響などを指
摘した。そうした中，これからは損害保険と生命
保険の連携など，業態融合，異分野連結が重要で
ある点を指摘した。

３　AIネットワーク化と研究，領域突破の重
要性

須藤教授は続けて，今後はAI同士がネットワー
ク化することによって，① AIが，他のAIとは連
携せずに，インターネットを介するなどして単独
で機能し，人間を支援，② AI相互間のネットワー
クが形成され社会の各分野における自動調整・自
動調和が進展，③ 人間の潜在的能力がAIネット
ワークシステムにより引き出され，身体的にも頭
脳的にも発展，④ 人間とAIネットワークシステ
ムが共存，という発展段階をとることに対応して，
AIネットワーク化の進展を通じて目指すべき「智
連社会」について触れ，「AIネットワーク化検討
会議」で検討した研究開発の「８つの原則」（透
明性，利用者支援，制御可能性，セキュリティ確保，
安全保障，ライバシー保護，倫理，アカウンタビ
リティ）を紹介し，これから「８つの原則」を元
に国際的な検討が進んでいく見通しを示した。ま
た，同会議でも議論されたベーシックインカムや
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人工知能時代における人間の位置づけ，経済を評
価する新たな指標の必要性，AI同士のコミュニ
ケーションの重要性なども紹介した。

須藤教授は，今後は領域論理的・合目的的行為
に特化するAIだけでなく，直観的・同調的行為，
あるいはメタ論理的・自省的行為を行えるAIの
重要性を指摘し，非ユークリッド幾何による次元
を超えた機械学習の研究がフロンティアであると
の認識を示し，講演を締めくくった。

情報政策研究会には一般参加者も含めて約30

名の参加があり，須藤教授の講演を受けて参加者
による活発な質疑応答が行われた。強いAIが生ま
れた際の人間の仕事のあり方，文系学問における
AIによる研究の推進や論文執筆の可能性，AIネッ
トワークのシステム全体のリスク，不確実なリス
クを検討することの意義，バイオテクノロジーや
ライフサイエンスの重要性など，多岐に渡る議論
が行われた。須藤教授は改めて領域突破の重要性
を指摘し，盛況のうちに会は終了した。
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